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ロータリー財団の補助金制度 

国際奉仕活動のための二つの財団補助金 
 

   

   ・６重点分野における大規模で継続性のある奉仕活動を支援 

      ・プロジェクト額３万ドル以上。  

 

   

        ・（地元や）海外における小規模/短期（１年以内）の奉仕活動を支援 

    ・プロジェクト総額４０万円以上 

① グローバル補助金（ＧＧ） Global Grants 

District Grants ② 地区補助金（ＤＧ） 



ロータリー財団の補助金制度 

国際奉仕活動のための二つの財団補助金 
 

   

   ・６重点分野における大規模で継続性のある奉仕活動を支援 

      ・プロジェクト額３万ドル以上。  

 

   

        ・（地元や）海外における小規模/短期（１年以内）の奉仕活動を支援 

    ・プロジェクト総額４０万円以上 

① グローバル補助金（ＧＧ） Global Grants 

District Grants ② 地区補助金（ＤＧ） 

  財団が定めたガイドラインに沿って、 

  クラブが財団に申請する補助金 



ロータリー財団の補助金制度 

国際奉仕活動のための二つの財団補助金 
 

   

   ・６重点分野における大規模で継続性のある奉仕活動を支援 

      ・プロジェクト額３万ドル以上。  

 

   

        ・（地元や）海外における小規模/短期（１年以内）の奉仕活動を支援 

    ・プロジェクト総額４０万円以上 

① グローバル補助金（ＧＧ） Global Grants 

District Grants ② 地区補助金（ＤＧ） 

  財団と地区が定めたガイドラインに沿って

、クラブが地区に申請する補助金 



地区補助金(DG)の特徴 

・ロータリーの無い国での活動でも使える 

・プロジェクトの総額が４０万円以上である 

・１年以内に完了するプロジェクトである 

・補助金申請のためのクラブ資格認定（毎年） 

 

*米国が指定する経済制裁国は確認が必要 

*クラブ会員の補助金管理セミナーへの出席 

*覚書き=MOU に会長、会長エレクトの署名 



地区補助金(DG)の金額 
活動  プロジェクト総額 クラブ負担額 補助金 

人道的国際奉仕 ４０万円以上 補助金申請額
と同額以上 20～100万円 

社会奉仕（国内） 同上 同上 20～60万円  



23クラブ 



2016年 地区補助金申請スケジュール 

 ２月ごろ 補助金管理セミナー受講 ・ ＭＯＵ（覚書）提出 

 ３月～４月 クラブから地区補助金審査委員会へ申請書提出 

受付順に審査 

5月初旬 地区からロータリー財団へ一括申請 

７月以降 ロータリー財団より着金後、クラブへ補助金配分 



地区補助金申請の注意点 

補助金に関与しているロータリアンが直接的・間

接的に財務上またはそれ以外の恩恵を受ける（

可能性がある）こと 

ロータリアンの親族、友人、知人、同僚、共同経営者 

昇進、商的推薦、メディア、社会的地位向上 

利害の対立 



地区補助金事業実施の注意点 

地区補助金口座 

・クラブの拠出金も一旦入金する 
・地区補助金はクラブの他の口座に振り替えない 
・活動に要する全ての入出金を通帳に記録する 



地区補助金事業実施の注意点 

・受益者や協力団体への使途無指定の現金寄付 
には補助金を使用できない 
・領収書の発行者は、購入業者（受益団体は不可） 



・財団承認前に経費が発生してはならない 
・補助金が口座に着金後、活動を開始する 

地区補助金事業実施の注意点 



地区補助金の活動報告書 

最終報告書 
補助金受領後6ヶ月以内 

補助金口座のコピーと領収書の原本添付 

※ 補助金活動が6ヶ月以内に終了しない場合、中間報告書の提出が必要 

※ 領収書は業者発行（協力団体・現地ロータリークラブ発行は原則不可） 

提出期限厳守！ 



グローバル補助金 

 大規模、長期のプロジェクト 
 持続可能、測定可能な 
成果をもたらす 
 重点分野に該当する活動 
 海外のクラブや地区と協力 
WFからの上乗せ 

 

【注；地区要件】 

 代表提唱⇒ＤＤＦ２万ドル/件 

 共同提唱⇒DDF５千ドル/件 



重点分野 

 平和と紛争予防／紛争解決 

 疾病予防と治療 

 水と衛生 

 母子の健康 

 基本的教育と識字率向上 

 経済と地域社会の発展 



グローバル補助金の申請 

地区補助金管理セミナー２月２０日（土）出席 

覚書（MOU）に会長・会長エレクトの署名 

 

地区へＤＤＦを申請（オンライン※草稿及び見積書添付） 

ガバナーと財団委員長の承認 

※オンライン（www.rotary.org/ja/grants）で提出 

特定の申請締切日はなし【注；地区要件】予算による制限 

旅行開始の遅くとも90日前までに申請書を提出 

 

 

 

 

申 請 

資格要件 

http://www.rotary.org/grants


グローバル補助金の申請 



#1  ニーズ調査 

 地域のニーズと強みを徹底的に調査 

 現地のことに詳しい人と直接連絡 

 プロジェクトの計画前にニーズ調査 



#2  重点分野 

 「重点分野の基本方針」を確認 

 ニーズ調査で明らかになった 

   ニーズに最も適った重点分野を選択 

 重点分野に基づくプロジェクトを立案 

 重点分野の目標を満たす活動を計画 



#3  綿密なプロジェクト計画 

 プロジェクトを実施するための綿密な計画を立案 

 

 プロジェクト計画で現地の人たちの意見を聞く 



#4  ロータリアンの参加 

 援助国と実施国のロータリアンがどのように関与するか詳細を説明 



#5  予算 

 予算の詳細を提出 

 

 業者に関する情報を提出し、業者の選定方法を説明 



#6  持続可能性 

 プロジェクトの効果を持続可能にするための方法・要素を説明 



#7  研修に関する情報 

 プロジェクトで実施される研修について詳しい情報を提出 

 研修頻度 

 研修カリキュラム 

 研修対象（どのような職種か、成人と未成年か） 

 研修者情報  



#8  協力団体との覚書 
 協力団体と覚書（MOU）を用いて同意の枠組みを定める 



#9  測定と評価 

 プロジェクトの測定と評価に関する情報を提出 



#10  申請書の完成 

 不備のない申請書を完成させる 



リソース 
www.rotary.org/myrotary/ja/grants 

グローバル補助金 ガイド 

グローバル補助金オンライン申請手続き 

グローバル補助金申請10のヒント 

 



ご清聴ありがとうございました。 
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